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教育目標

明るく思いやりのある子（きよく）
進んで学ぶ子（かしこく）
健康でなぼり強い子（たくましく）

3月ほ新聞に掲載き親蕉轄吏憩遷縛轟
3月に、新聞に掲載された作文は、最多の8作品となりました。それぞれが、日常の様子を表現しているのが、素轍です。

妹の誕生日
3年　仲松鉄平

2月21日は、妹のこまきの誕生日でした。

こまきは、五人兄弟の末っ子で、たった一人だけの女の子なので、みんなでかわい鴫－
がっています。

こまきが生まれた時は、とても小さかったのですが、今では、身長が1メートル1セ
ンチで、保育園でも大きいほうです。
ぼくは、妹をおんぶしたり、「トムとジェリー」の絵本を読んであげたりして、遊ん

でいます。
四才になったこまきは、おしゃべりもじょうずで、とてもかわいいです。これからも、

どんどん大きくなって、　ほしいです。 （琉球新報　3月4日掲載）

うれしかったこと
3年　比嘉尚斗

今日、とてもうれしかったことが、二つありました。
一つ目は、弟の愛斗の入国する保育園が決まったことです。僕の弟は、一才二ケ月

になって、今では手をはなして、二つ歩、三歩ぐらいは歩けるようになっています。
とてもかわいくて、僕は弟が大好きです。そんな弟が保育園に通うことができるので、
うれしくなりました。
二つ目は、お母さんが四月から仕事にふっきすることです。

僕のお母さんの仕事は、ヘビをあつかう、とてもカッコイイ仕事です。早く、お母
さんが　はたらいている所をまた、見たいです。
学校から帰っても、お母さんがお家で
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「おかえりなさい。」
と、言ってむかえてくれないのは、さびしいけど、お仕事をがんばってほしいです。

（琉球新報　3月8日掲載）

ははのこたえがうれしかっだ
1年　たはら　まひ

ろ　どうとくのじかんに、じぶんのとくいなことや、たからものをかきました。わた
しは、ひとつもかけませんでした。
おうちでたからもののはなしをすると、おかあさんが

「ひよりねえちゃんがほいくえんのときのだからものは、なんだったとおもう。」

といいました。
わたしは、わからなかったので、おかあさんに

「こたえは、なに。」

ときくと、
「まひろ。」

といいました。わたしは、こたえをきいて、なきました。トイレにいってなきました。
とてもとてもうれしかったです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（沖縄タイムス　3月12日掲載）

はっぱさがし
1年　とうま一は

きょう、こうていではっぱさがしをしました。
いろんなはがありました。かたちがかわっているもの、もこもこしたかたちのもの、

大きいもの、小さいものがありました。
かんさつしているときに、ぐうせんデイゴのはがおちてきて、びっくりしました。

そのデイゴのはのかたちをよく見るとスペードのかたちをしていました。
そのデイゴのはがおきにいりだったので、デイゴのはをもってかえりました。

（琉球新報　3月12日掲載）
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